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プログラミング論

プログラミング演習II

アドバンスト・プログラミング演習

データ構造

修了要件は、必修科目「データ・サイエンス」4単位を含めて、指定された科目から24単
位以上を修得し、かつ卒業時の通算 GPAが 2.70 以上であること。ただし、「データ・サイ
エンス」は、基礎統計科目として学部・学科ごとに指定された科目を履修の前提としてい
る。またデータサイエンス系科目では、「情報科学」（2単位）、「プログラミング」（2単位）、
「統計学：経済」（4単位）、「プログラミング論」（4単位）を除き、基礎プログラミング科目と
して学部・学科ごとに指定された科目を履修の前提としている。
経済学部経済学科では、基礎統計科目は「基礎統計学A」（4単位）で、基礎プログラミン
グ科目は「コンピュータ演習」（2単位）となっている。
共通科目「データサイエンス入門」（2単位）の単位取得
※　この科目は2022年度生より1年次の全学必修科目です。

データ・サイエンス　データサイエンス入門

基礎統計学A

コンピュータ演習

情報科学

プログラミング

学部・学科によって、修了要件は相違しない

創価大学

プログラムを構成する授業科目について

授業科目名称 授業科目名称

ソフトウェア演習A

ソフトウェア演習B

統計学：経済

人工知能

データ解析

データベース論



様式４－１

学校名： 創価大学

①

授業に含まれている内容・要素

授業科目名称

データサイエンス入門

プログラムの授業内容・概要

授業概要

（１）現在進行中
の社会変化（第４
次産業革命、
Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）
に深く寄与してい
るものであり、そ
れが自らの生活
と密接に結びつ
いている

※モデルカリキュ
ラム導入１－１、
導入１－６が該当

Society5.0の概念や第4次産業革命の概略を学び、高度情報化社会を超えて、さまざまな分野でデータ・AIの
利活用が始まっていることを理解する。具体的には(i)IoT・５G・クラウドによるビッグデータの収集と蓄積、(ii)
計算機の処理能力の飛躍的向上、(iii)特化型の人工知能の発達、(iv)画像処理や自動運転などのビジネスに
おける応用、(v)データサイエンティストが果たす役割を学ぶ。データ利活用の最新動向として、機械学習・深
層学習の発展について概観する。データを活用した新しい社会モデルとして、シェアリングエコノミーやダイナ
ミックプライシングについて学ぶ。さらにデータサイエンティストに求められる役割を踏まえて、ビジネス力、
データサイエンス、データエンジニアリングのなかで自身がどこに主軸をおくのか考える。データサイエンスと
自身のキャリアとの関わりについて学生間で議論する。最後にデータサイエンティストが修得しておくべきス
キルを確認する。

講義テーマ

社会で起きている変化、AIの本質（2・4）

プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「導入」、「基礎」、「心得」に相当）



授業科目名称

データサイエンス入門

（２）「社会で活用
されているデー
タ」や「データの活
用領域」は非常に
広範囲であって、
日常生活や社会
の課題を解決す
る有用なツールに
なり得るもの

※モデルカリキュ
ラム導入１－２、
導入１－３が該当

授業概要

社会で活用されているデータを知るために、教育用標準データセット（SSDSE）、政府のeStatおよびIMFのHP
にアクセスする。また上記のサイトのデータを利用して、調査データや観測データなどの違いを理解する。市
区町村のデータを使って構造化データの特徴を理解する。データ活用領域については、非常に広範囲であ
り、問題解決に役立つものであることを学ぶ。具体的に、研究開発、マーケティング、製造と物流、活動代替、
新規生成などでの利活用について学ぶ。特に、マーケティングにおけるデータ活用として、POSデータの利
用、Amazonのリコメンドシステム、Googleのターゲティング広告などについて理解する。また、各学部の専門
科目を学ぶ中で出会うデータについて学生間で議論する。

講義テーマ

社会で起きている変化、AIの活用・技術・現場（2・3）



授業科目名称

データサイエンス入門

（３）様々なデータ
利活用の現場に
おけるデータ利活
用事例が示され、
様々な適用領域
（流通、製造、金
融、サービス、イ
ンフラ、公共、ヘ
ルスケア等）の知
見と組み合わせ
ることで価値を創
出するもの

※モデルカリキュ
ラム導入１－４、
導入１－５が該当

授業概要

データ・AI利活用の技術を俯瞰するための準備として、データの可視化について復習し、3次元プロット、地図
データやネットワークの可視化、リアルタイム可視化など、伝統的な基礎統計科目で扱わない可視化の方法
を理解する。利活用の技術として、予測、分類、パターン認識、最適化、シミュレーションなどの概念を理解す
る。データ・AI利活用の現場では、どのようなサイクルで仕事をしているのか知るために、データサイエンスの
サイクル（課題抽出と定式化、データの取得・管理・加工、探索的データ解析、データ解析と推論、結果の共
有・伝達、課題解決に向けた提案）を理解する。またデータ・AI利活用の事例として、学校教育や公共政策へ
のAIの活用について学び、学生間で議論する。

講義テーマ

AIの活用・技術・現場、AIと学校教育、AIと公共政策（3・8・12）



授業科目名称

データサイエンス入門

授業概要

データを利活用する際に求められるモラルや倫理について理解する。また捏造・改ざん・盗用などのリスクだ
けでなく、個人情報やプライバシーの保護について学ぶ。また匿名化や暗号化などデータを守る方法につい
て理解をし、実際に個票データを匿名化する演習も行う。ハッキング、クラッキング、コンピュータウイルス、AI
などの技術や脅威について確認し、AI時代のELSIについて学ぶ。特に、AIがもたらす正の価値と負の価値に
ついて学生間で複数の立場から議論し、倫理的話題について主体的に議論・対話することができる力を養
う。

講義テーマ

データ倫理、データセキュリティ、AI倫理（13・14・15）

（４）活用に当たっ
ての様々な留意
事項（ELSI、個人
情報、データ倫
理、ＡＩ社会原則
等）を考慮し、情
報セキュリティや
情報漏洩等、
データを守る上で
の留意事項への
理解をする

※モデルカリキュ
ラム心得３－１、
心得３－２が該当



授業科目名称

データサイエンス入門

（５）実データ・実
課題（学術データ
等を含む）を用い
た演習など、社会
での実例を題材と
して、「データを読
む、説明する、扱
う」といった数理・
データサイエン
ス・ＡＩの基本的な
活用法に関するも
の

※モデルカリキュ
ラム基礎２－１、
基礎２－２、基礎
２－３が該当

授業概要

記述統計学の学習を通して、データを適切に読み解く力、データを適切に説明する力、データを適切に扱うた
めの力を養う。単回帰分析や推測統計学の基礎・社会調査の基礎を理解し、現実のデータへ適切に応用す
る力を養う。教育用標準データセット（SSDSE）、政府のeStatおよびIMFのHPなどからデータを入手し、各人の
関心をもとにデータ分析を行う。なお、統計処理にはEXCELまたはコンピュータ言語を用いる。データ分析の
結果はグループ内で議論し、分析結果を説明する力を養う。

講義テーマ

データの種類、1変数の統計・グラフ、1変数の統計・グラフ、さまざまな可視化、統計学と調査の考え方（5・6・7・9・10）



②プログラムを構成する授業の内容・概要（数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムの「選択」に相当）

授業に含まれている内容・要素

統計及び数理基
礎

アルゴリズム基礎

データ構造とプロ
グラミング基礎

時系列データ解
析

テキスト解析

画像解析

データハンドリン
グ

データ活用実践
（教師あり学習）

その他

③プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

④プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

授業科目名称

https://plas.soka.ac.jp/csp/plas/slb.csp?nd=2022&sm=1&mk=11&lc=113001

1.データ・AIが現代社会にどのような影響を与えているかを認識し、説明できる（認識１）
2.データ・AIに関する倫理的・法的・文化的な観点について認識し、説明できる（認識２）
3.目的に応じ、適切な記述統計量を選択・算出し、説明できる（算出）
4.不適切に作成された数字やグラフに惑わされずに、適切に解釈できる（解釈）
5.データの特徴を把握し、解決すべき問題を発見し、定義できる（発見）
6.Excelを使ってデータの整理・分析・可視化をすることができる（Excel）
7.倫理的、法的、社会的な議論において、多様な考えを相対化し、自分の主張を位置付けることができる（主張）
8.他者の学習に資する形で、協働学習を行うことができる（協働）

https://plas.soka.ac.jp/csp/plas/slb.csp?nd=2022&sm=1&mk=11&lc=113001
https://plas.soka.ac.jp/csp/plas/slb.csp?nd=2022&sm=1&mk=11&lc=113001
https://plas.soka.ac.jp/csp/plas/slb.csp?nd=2022&sm=1&mk=11&lc=113001
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（４）「世界市民教育科目」
創立者のコロンビア大学ティーチャーズカレッジでの講演「『地球市民』教育への一考察」で提案された

地球的課題である平和・環境・開発・人権をテーマとした「地球市民教育」のための科目等の「世界市民科目」
から４単位の修得が必要です（国際教養学部は除く）。

（５）「数理・データサイエンス・自然科目」
近年、社会にあふれる大量のデータを活用して、社会の諸問題の解決に貢献し、データから価値を創造す

る人材のニーズが急速に高まっています。初級レベルの数理・データサイエンス・AI のスキルを身に付け
ることを目指す「データサイエンス入門」は、全学生が修得する必要があります。

１０．卒業基準単位数について

各学部・学科が定める卒業基準単位数は以下の一覧表の通りです。詳細は P.59 以降の各学部学科の説明
を参照してください。また、P.20 の「８．進級と卒業条件について」の記載があるとおり、以下の一覧表
の単位を修得したとしても、通算 GPA が２未満の場合は卒業できませんので注意してください。

■共通科目・学部学科英語科目の卒業基準単位数

※１　理工学部生は「初年次プロジェクト」を２単位修得すること。
※２　学術文章作法は、原則として「学術文章作法Ⅰ」で修得すること。
※３　 第１外国語は、原則として英語を履修すること。学部学科英語科目のある経済学科、経営学科、情報

システム工学科、共生創造理工学科、国際教養学科は、学部学科英語科目を優先して卒業に必要な単
位数を修得すること。

※４　第２外国語は、１つの言語で４単位以上を修得すること（経営学部、看護学部を除く）。
※５　「データサイエンス入門」は全学部必修科目。

学部 学科

共通科目及び外国語

計

①基礎
　科目

②
大
学
科
目

③言語
　科目

④
世
界
市
民
教
育
科
目

⑤
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・

　

自
然
科
目

※
５

⑥人文・社会・
健康科目　

⑦
キ
ャ
リ
ア
教
育
系
科
目

⑧
海
外
研
修
・
実
習
科
目

初
年
次
セ
ミ
ナ
ー

※
１

学
術
文
章
作
法

※
２

第
１
外
国
語

※
３

第
２
外
国
語

※
４

社
会
科
学
系
科
目

人
文
科
学
系
科
目

健
康
科
学
系
科
目

学
際
系
科
目

経済 経済 ２ ２ ４ ６ ４ ４ ２ ２ ２ － ２８
法 法律 ２ ２ ４ ６ ４ ４ ４ － － － － － － ２６
文 人間 ２ ２ ４ ６ ４ ４ ２ ２ － － － － － ２６

経営 経営 ２ ２ ４ １０ － ４ ２ ２ ２ － ２８

教育
教育

２ ２ ４ ６ ４ ４ ４ － ２ － － － ２８
児童教育

理工
情報システム工 ２ ２ ４ ６ ４ ４ ２ ２ ２ － － － － ２８
共生創造理工 ２ ２ ４ ６ ４ ４ ２ ２ ２ － － ２ － ３０

看護 看護 － ２ ２ ６ － ２ ２ ２ － － － － １６

国際教養 国際教養 ２ － ４ １６ ４ － ２ － － － － － － ２８
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（4）言語科目（第２外国語）の履修方法
経営学部、看護学部以外の学部では、卒業するために英語のほか、第２外国語を１つの言語で４単位の修
得が必要であり、１年次（国際教養学部は３年次）に４単位を修得することを前提に時間割が組まれていま
す。
第２外国語として選択できる言語は、
○ドイツ語　　○フランス語　　○中国語　　○スペイン語　　○イタリア語　　○韓国語
○ロシア語　　○日本語（外国人留学生のみ履修可）
・ポルトガル語　　・アラビア語　　・スワヒリ語　　・タイ語　　・トルコ語　　・ブルガリア語
・インドネシア語　　・ベトナム語
の 16言語です。なお、○が付された８言語については入学時（国際教養学部生は２年次秋学期）に実施さ
れる履修希望アンケートに基づきクラスの振り分けを行いますので、○が付された言語を選択した場合は指
定されたクラスで履修登録を行ってください。
なお、２年次以降（国際教養学部は４年次）に第２外国語を履修する際は、上記のようなクラス分けを行
いませんので、web 時間割の言語科目（英語以外）のページに掲載されている科目から希望するクラスを選
び履修してください。ただし、履修に際しては授業担当教員の許可が必要ですので、第１回目の授業に必ず
出席してください。
※ 外国人留学生で日本留学生試験（日本語）330 点未満、又は日本語能力試験（N1） 140 点未満の方は日
本語を第２外国語として履修してください。

（5）数理・データサイエンス・自然科目の「データサイエンス入門」についての履修方法
「データサイエンス入門」では、今後のデジタル社会において、数理・データサイエンス・AI を日常の生
活や仕事などの場で使いこなすことができるよう、その基礎となる知識・技能を学びます。「データサイエ
ンス入門」はすべての学部で必修科目となっています。「データサイエンス入門」は、学部ごとにクラス分
けが行われますので、指定されたクラスで履修登録を行ってください。

１１．履修人数制限科目について

履修人数制限科目とは、設備や機器などの都合により履修者数に定員を設けられており、履修希望者が定
員を超えた場合、選考などにより履修の許可を得なければならない科目をいいます。主な履修人数制限科目
は以下の通りです。これらの科目を履修する際は、事前又は１回目の授業に選考が行われます。選考方法は
シラバスに記載されていますので、よく確認をしてください。特に１回目の授業で選考を行う科目は必ず１
回目の授業に出席してください（欠席した場合は原則として履修することができません）。
①　言語科目
②　体育、音楽、コンピューター系の実技・実習科目：
　　「体育実技Ａ～Ｄ」「音楽」「美術」「コンピュータ・リテラシーⅠ」など
③　演習形式の科目：「共通基礎演習」「共通総合演習Ａ・Ｂ」「世界市民教育演習」など
④　キャリア教育系科目：「キャリアデザイン基礎」「ワールドビジネスフォーラム」など
※ここに掲載した科目はあくまでも一例です。人数制限や選考の有無は必ずシラバスで確認してください

■履修者の選考（抽選）結果の確認方法
授業で履修者の選考（抽選）が行われた場合、その選考（抽選）結果は授業担当教員から報告があったも
のについて教務課のホームページに掲載します。選考結果が掲載されるWEBページは以下の手順でアクセ
スすることができます。
○創価大学ホームページ ⇒ 「学生生活」 ⇒ 「授業・試験・成績など」 
　　⇒ 「授業・試験など」 ⇒ 「抽選結果（履修許可者一覧）」
　　　https://www.soka.ac.jp/campuslife/learning/lesson/chusen/

所属学部 履修セメスター
法学部・経営学部・教育学部・看護学部・国際教養学部 第１セメスター（１年次春学期）

経済学部・文学部・理工学部 第 2セメスター（１年次秋学期）
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（3）�グローバル社会で活躍するうえで必須となる基礎的な英語能力を有している学生。学校推薦型選抜（公
募推薦入試）、一般選抜において英語能力を重視します。特に、一般選抜のうち大学入学共通テスト利
用入試、全学統一入試では、英語の得点配分を高くする傾斜配点を行います。また総合型選抜（PASCAL
入試）、学校推薦型選抜（公募推薦入試）では、各種英語資格試験において一定のスコア基準を満たし
た者に対して優遇する措置を取ります。

（4）�現実の経済社会問題に関心を持ち、自ら考え行動することによって問題解決に主体的に取り組むと同時
に、多様な人々と協働して学ぶ意欲のある学生。学校推薦型選抜（公募推薦入試）では、書類審査と面
接試験を実施し、高等学校等までの取り組みにおける主体性、学習意欲を評価します。また総合型選抜
（PASCAL 入試）では、アクティブ・ラーニングの手法を用いた「グループ・ディスカッション」と「小
論文」を通して、個々人の主体性、多様性、協働性、表現力を評価します。一般選抜においては、主体
性、協働性に関する高等学校等までの取り組みについて出願時に記入を求め、入学後の修学指導等に活
用します。

６．卒業要件
●以下の表の通りの単位を修得し、かつ通算GPAが２以上であること。
科目区分 科目特性 卒業に必要な単位数

共通科目
（P.55 ～ 59）

①基礎科目
初年次セミナー 必修科目 ２単位 左

記
の
単
位
数
を
超
え
て
修
得
し
た
単
位
は
「
自
由
選

択
」
の
単
位
と
し
て
算
入
さ
れ
ま
す

学術文章作法 選択必修科目 ２単位
②大学科目 選択必修科目 ４単位
④世界市民教育科目 選択必修科目 ４単位
⑤数理・
　データサイエンス・
　自然科目

データサイエンス入門 必修科目 ２単位

⑥人文・社会・健康科目 選択必修科目 ２単位
⑦キャリア教育系科目 選択必修科目 ２単位

外国語科目
第１外国語　　　　　　※１ 選択必修科目 ６単位
第２外国語　　　　　　※２ 選択必修科目 ４単位

経済学科
専門科目

（P.70 ～ 72）

選択必修科目　　　※３ ２８単位
選択科目 ３８単位
選択した科目群（クラスター）[ ▲印 ] から合計 18単位以上を修得すること。

自由選択
※４

『共通科目』『経済学科専門科目』『他学科専門科目』から自由に選択
して修得した単位 ３０単位以上

合　　　　　　計 １２４単位以上

　　　�また、IP, Pre-IP を第 1セメスターのみ履修した学生は、Economics English Communication を履修し、残りの
英語単位を修得してください。

※２　�第２外国語は、共通科目の「③言語科目」(P.55 ～ 56) から、第１外国語として選択した言語以外の１つの言語（た
だし言語演習を除く）で４単位を修得してください。

※３　�専門選択必修科目で卒業に必要な単位数（28単位）を超えて修得した場合には専門選択科目として算入されます。
※４　�自由選択とは『共通科目』『経済学科専門科目』『他学科専門科目』のどの科目でも自由に選択して単位を修得する

ことができます。
　　�ただし、『共通科目』のうち卒業基準単位数が定められている科目群の科目と『経済学科専門科目』の単位は、各々
の卒業に必要な単位数を超えて修得した場合に自由選択の単位となります。例えば、専門科目の選択科目を 40単位
修得した場合に、２単位が自由選択の単位として計算されます（自由選択を 30単位修得済の場合は、卒業基準単位
数を超えた単位として計算されます）。

※１　�第１外国語は、原則として「英語」とし、共通科目の「③言語科目（英語）」(P.55) 又は学部学科英語科目 (P.72)
から６単位修得してください。

　　　�経済学科では、卒業に必要な英語６単位は、以下の学部英語科目を履修することによって満たすことができます。

Non-IP 生 Economics English Communication Ⅰ , Ⅱ , Ⅲ
IP 生
Pre-IP 生

Academic Foundations for Economic Majors Ⅰ , Ⅱ ; 
Global Economy Laboratory; Economics Laboratory A, B
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データサイエンス	（2022年度入学生用）
科目

ナンバリング 科　目　名 科目
所属 単位 学科 備考経済 法律 人間 経営 教育 児教 情報 共生 看護 国際

必修科目　８単位（看護学部は 6単位）
GMDN108 データサイエンス入門 共通 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
GMDN109 ＡＩ基礎 共通 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー ◎
ECON322 データ・サイエンス 経済 4 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
選択科目　１６単位（看護学部は 18単位）
基礎統計学科目　（注）
GMDN103 統計学入門Ⅰ 共通 2 〇 〇 〇 〇
GMDN104 統計学入門Ⅱ 共通 2 〇 〇 〇 〇
ECON122 基礎統計学A 経済 4 〇
HUMS206 資料収集・データ分析法 人間 2 〇
HUMS213 社会統計学 人間 2 〇
BUSI141 統計学：経営 経営 4 〇
INFO211 確率統計 情報 2 〇
SESI211 統計学：理工 共生 2 〇
INLA120 StatisticsⅠ 国際 4 〇
INLA121 Statistics Ⅱ 国際 4 〇

基礎プログラミング科目　（注）
SESI212 コンピュータ演習 共生 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
INFO161 プログラミング演習Ⅰ 情報 2 〇
INLA220 Programming 国際 4 〇

データサイエンス系科目
GMDN111 情報科学 共通 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
GMDN113 プログラミング 共通 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 Java
GMDN201 データサイエンス演習 共通 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
BUSI251 経営情報論 経営 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
BUSI252 プログラミング論 経営 4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 Python
INFO162 プログラミング演習Ⅱ 情報 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
SESI213 アドバンストプログラミング演習 共生 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
INFO253 データ構造 情報 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
INFO261 ソフトウェア演習Ａ 情報 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
INFO262 ソフトウェア演習Ｂ 情報 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 Java
ECON323 統計学：経済 経済 4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
INFO359 人工知能 情報 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
INFO454 データ解析 情報 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
INFO458 データベース論 情報 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

◎必修科目　　○選択科目
注　基礎統計学科目、基礎プログラミング科目は、所属する学部・学科により算入される科目が異なります。
　　自分の所属学科欄に〇がついている科目のみ副専攻の単位として算入されますので注意してください。
※	理工学部以外の学生は、基礎統計学・基礎プログラミング科目または共通科目として開講されている科目を先に履修することを推奨します。



本学のデータサイエンス教育への取り組み

「データサイエンス入門」について

本学では、個々の学生のニーズや資質に応じてデータサイエンスを学修できるよう、
段階的な学びを明示している。

リテラシーレベルのモデルカリキュラムに準拠したデータサイエンス教育を、
全新入生に行うことを目的として、2021年度から開講。

項目 詳細説明

授業内容 数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアムの
モデルカリキュラム（リテラシーレベル）に準拠

単位数 ２単位

履修者 2021年度秋学期のみ、1クラスを試験的に開講
2022年度春学期から、全新入生を対象に必修化

授業方法 オンデマンド授業
学習意欲の維持向上のため、週1回のTAセッション
（対面）を実施し、少人数のアクティブラーニングを実施

授業言語 日本語・英語（留学生向け）

他の授業科
目との連携

• 既存科目と重複する内容は、既存科目でより高度な
内容を実施

• データサイエンス副専攻履修者を中心にTA・学生アシ
スタントに採用し、「データサイエンス入門」履修者
へのデータサイエンス学修啓発・促進をめざす

自己点検・
評価

• 学修成果や理解度の調査を実施
• キャリアセンターや地域・産学連携センターと

連携して産業界のニーズを授業内容に反映

その他 小中高の学習指導要領の変更に応じて、授業内容等を
随時見直す

ステップ０
全学リテラシー教育

ステップ１
データサイエンス応用基礎教育

ステップ２
自らの専門における課題解決

ステップ３
AIを活用して課題解決

全学必修科目「データサイエンス入門」
（2021年試験開講、2022年度生から1年次必修化）

「応用基礎科目」＋「基礎統計学科目」
データサイエンスの基礎になる科目群8～10単位

データサイエンス副専攻

理工学部情報システム工学科生を対象とした
データサイエンス教育




